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第二章  家庭ごみ分別早見表等の種類・形態 

 2-1   はじめに 

 本章では，各対象地の家庭ごみ分別早見表等の種類や形態を把握，比較し，傾向を調査する． 

 

2-2 目的 

調査対象地の家庭ごみ分別早見表等に掲載されている情報をまとめ，自治体における家庭ご

み分別早見表等の実態を明確にする． 

 

2-3 調査方法 

滋賀県のデータだけでなく，より多くの集計が必要であることから，近畿地方 2府 5県（大

阪，京都，奈良，和歌山，兵庫，滋賀，三重）の 125市を対象地とした．ただし，うち 2市に

おいては市町村合併をした後も家庭ごみ処理業務を分けて行なっているため，各々を 1対象地

としている．この 125市に対し，平成 21年 6月 29日～平成 21年 7月 1日郵送にて家庭ごみ分

別早見表等の送付のお願いをした（付録 1に調査書類送付依頼票を示す）．そのうち頂くことの

できた 115市の家庭ごみ分別早見表等について，種類や形態を把握し，調査していく． 

 

2-4 結果及び考察 

  2-4-1 家庭ごみ分別早見表掲載数算出方法 

 115 市から頂いた家庭ごみ分別早見表等の種類と掲載数を調査した．そのうち家庭ごみ分別

早見表を提供している対象地は早見表掲載数も調査した．図 2-1 に示すように，掲載数の合計

は家庭ごみ分別早見表以外に掲載されているごみと家庭ごみ分別早見表に掲載されているごみ

が重複しているものについては省いている．複数の家庭ごみ分別一覧を提供している場合も，

重複しているものは省いている． 

 

 
図 2-1 掲載ごみの重複と掲載数について 
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  2-4-2 家庭ごみ分別早見表掲載数算出結果 

 各対象地の情報の種類と掲載数，また早見表を提供している市の早見表掲載数は表 2-1 の通

りである．「分」は家庭ごみ分別一覧を，「曜」は家庭ごみ収集曜日表，「カ」は家庭ごみ分別カ

レンダーを，「日」は家庭ごみ収集日程表を，「早見」は家庭ごみ分別早見表を，「粗大」は粗大

ごみ早見表を，「プラ」はプラスチック類のごみについて，「紙」は古紙類のごみに記載された

ものを示す．多くのものが分別方法を変更した際のお知らせや，注意書き等を記載している．

「＋α」と表記しているところは，本研究では取り扱わない部分である報告書等の廃棄物関連

の書類，書物である． 

また，提供形態の表記については，「チ」は表面のみ，または表裏両方ある一枚刷りのチラシ

について，「見開」は表紙，背表紙，内側の面の 4ページからなるものについて，「冊」はそれ

以上のページからなる冊子状のものについて，「HPにて」は，その対象地のホームページにて

配布を行っているという誘導のプリントについて示す． 

以上の項目を提供している対象地の数と，全対象地 115市に対する割合を，項目ごとに表 2-2

に示す．全対象地が家庭ごみ分別一覧表を提供し，対象地の半分が家庭ごみ分別早見表を提供

している．収集日関連の項目については，対象地の半分が家庭ごみ収集曜日表を提供し，4 割

の対象地が家庭ごみ分別カレンダーを，2割弱の対象地が家庭ごみ分別日程表を提供している．

提供形態については，9割以上の対象地がチラシ状のものを，8割の対象地が冊子状のもの，2

割の対象地が見開きのものであった． 

「×数字」はその対象地の中で地域別に配布しているもののうち，今回送っていただいたも

のの数である．ただし「＋α」と表記されているところはその種類である．数字のあとに「同」

と表記しているものは，同一の配布物を示す．三重県名張市からは，日本語，英語，中国語，

韓国語，ポルトガル語，スペイン語の配布物を頂いたため，かっこ内に言語名の頭文字を示し

た．三重県志摩市と三重県伊賀市は市町村合併前の家庭ごみ分別早見表等を使用しているため，

元の自治体ごとにスラッシュで区切っている． 

掲載数は大阪府岸和田市の 44から滋賀県甲賀市の 1573と様々で，早見表掲載数も兵庫県尼

崎市 46から滋賀県甲賀市の 1555と開きがあることが分かった．早見表掲載数は 200~300，500

～800 の対象地が多く，早見表に掲載されていないごみや，早見表を提供していない対象地の

掲載数は 200未満が多い．よって図 2-2にも示すように，早見表を提供する市ほど掲載数の多

い傾向にあることが分かった．  
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表 2-1 各対象地の掲載情報の種類とその掲載数 

情報の種類 計 早見表数 情報の種類 計 早見表数
神戸市 分＋早見（冊），カ（HPにて） 476 446 四條畷市 分＋曜（チ），分＋早見（冊） 340 297
尼崎市 分＋曜＋粗大＋早見（冊） 216 46 大東市 分＋曜（冊） 129 -
西宮市 カ（チ）×2，分＋粗大（冊），曜（チ） 230 - 東大阪市 分＋曜（冊） 186 -
芦屋市 曜＋日（チ）×たくさん，分＋曜＋粗大（冊） 289 - 柏原市 分＋曜（見開） 53 -
伊丹市 分（チ），紙（チ） 173 - 堺市 分＋曜（チ），粗大（見開），＋α（冊） 304 -
宝塚市 曜＋日（チ），分＋粗大（冊） 411 - 和泉市 分（見開），日＋曜（見開） 157 -
川西市 曜＋分（チ），分＋曜＋早見（冊） 1441 1441 高石市 分＋曜（チ），粗大（チ） 299 -
三田市 分＋曜＋粗大（見開） 147 - 泉大津市 分＋曜日（チ） 65 -
明石市 分＋カ（チ）×2，分＋曜＋早見（冊） 330 245 岸和田市 分（チ） 44 -
加古川市 分＋日（見開） 210 - 貝塚市 分＋カ（チ），分＋曜＋早見（冊） 363 347
高砂市 分（冊），分＋曜＋日（冊） 130 - 泉佐野市 分（チ），＋α（チ），分＋曜＋早見（冊） 215 102
西脇市 分＋カ（チ），分＋粗大＋早見（冊） 459 402 泉南市 カ（チ），分＋早見（冊） 197 114
三木市 分（チ），分+カ（冊），分＋早見（冊） 707 704 阪南市 カ（チ），分＋早見（冊） 202 106
小野市 分＋カ（チ），曜（案）（チ），分＋早（冊） 678 677 松原市 曜＋日（冊），分（冊） 170 -

加東市 
分+カ（チ）×6，分＋粗大＋早見（冊），早見
（冊）

476 399 羽曳野市 分＋曜（チ） 79 -

姫路市 分＋曜（チ），分＋早見（冊） 337 285 藤井寺市 分＋曜＋日（冊） 88 -
相生市 分＋曜（チ）×4（同），カ（冊）×4 138 - 富田林市 分＋曜＋早見（チ） 253 183

たつの市 分＋カ（チ），紙（チ），プラ（チ），＋α（チ） 167 - 大阪狭山市 分＋曜（チ），＋α×2（チ） 62 -

赤穂市 分＋日（チ）×2，分＋早見（冊） 883 881 河内長野市 分＋曜＋早見（チ） 194 117
宍粟市 分＋曜＋日（チ）×3 76 - 京都市 分＋早見（冊），＋α×2（見開） 785 781
豊岡市 分（チ），カ（チ），分＋早見（冊） 499 481 福知山市 分＋曜（冊） 112 -
養父市 分（チ），カ（チ），＋α（チ）×2，早見（冊） 652 652 舞鶴市 分＋カ＋粗大＋早見（冊） 252 53
朝来市 分（チ） 98 - 綾部市 分（チ） 116 -

篠山市 分＋カ（チ），早見（冊） 551 520 宇治市
分＋曜＋日（チ）× 2（同），＋α（チ）× 2
（同），＋α（冊） 72 -

丹波市 曜＋日＋分（冊）×3 150 - 亀岡市 分＋曜＋粗大（冊） 197 -
洲本市 分＋カ（チ），早見（冊） 617 599 城陽市 分＋曜（冊） 107 -
南あわじ市 分＋カ（チ）×7，分（チ） 130 - 向日市 分＋曜＋粗大（冊） 189 -

淡路市 分＋曜＋日（チ），＋α（チ）×2，分（HPにて） 51 - 長岡京市 分＋曜＋日＋粗大（冊） 207 -

和歌山市 日（チ），分（見開） 95 - 八幡市 分＋カ（チ），＋α（冊） 64 -
橋本市 分＋早見（冊） 530 492 京田辺市 分＋曜＋日（チ），分＋早見（冊） 749 735
田辺市 分＋カ（冊），分＋早見（冊） 796 766 京丹後市 分（チ），カ（チ）×たくさん 115 -
新宮市 分（チ），曜＋日（チ），分＋早見（冊） 600 580 南丹市 分＋早見（冊） 440 424
紀の川市 分＋カ（冊） 78 - 木津川市 分＋曜＋日（チ）×3，早見（冊） 313 298

奈良市
分＋曜（チ），カ（チ），＋α（チ），分＋早見
（冊），分＋曜（冊）

670 650 大津市 分（チ），分＋粗大＋早見（冊） 663 643

大和高田市 分＋カ（チ），カ（チ），分＋早見（冊） 643 643 彦根市 分（チ），プラ（チ），分＋粗大（冊） 149 -
大和郡山市 分（見開），日（チ） 87 - 長浜市 分（チ），カ＋分（冊），分＋早見（冊） 536 513
天理市 分＋曜（チ），カ（チ），分＋早見（冊） 592 549 近江八幡市 分＋曜（チ） 95 -
橿原市 分＋曜（チ），日（チ） 116 - 草津市 分＋カ（チ），分（冊），＋α（チ）×3 192 -
桜井市 カ（チ），分＋曜＋粗大（冊） 256 - 守山市 分（チ），カ＋分＋粗大＋早見（冊） 479 454
五條市 分（チ） 79 - 栗東市 分＋カ（チ），分＋早見（冊） 672 663
御所市 分（冊） 92 - 甲賀市 分＋カ（チ）×5，分＋早見（冊） 1573 1555
生駒市 分（チ），カ（チ）×たくさん，分＋早見（冊） 423 390 野洲市 分＋早見（冊） 746 737
香芝市 分＋カ＋早見（冊） 182 124 高島市 分＋カ（冊） 106 -
葛城市(笛) 分＋曜（チ） 78 - 東近江市 分＋早見（冊），分＋カ（冊）×たくさん 884 868

葛城市(富) 分（チ） 84 - 米原市
分（チ），カ（チ），日（チ）×5，分＋早見
（冊）

513 513

宇陀市 分＋曜＋早見（冊） 686 655 津市 分＋カ（チ），分＋早見（冊） 728 644
大阪市 分＋粗大（冊） 299 - 四日市市 分＋カ＋曜（見開），分＋早見（冊） 712 704
池田市 分＋曜（チ） 128 - 伊勢市 分＋早見＋カ（冊） 158 74
箕面市 分＋曜（冊） 63 - 松阪市 分＋日（見開），分＋早見（冊） 307 262

茨木市 分＋曜（チ） 89 - 桑名市
分＋カ（見開）× 3，分＋早見（冊），粗大
（チ）

841 834

高槻市 分（チ）×3(同) 174 - 鈴鹿市 分（チ），カ（チ），分＋早見（冊） 713 710

豊中市
分＋粗大（冊），プラ（見開），曜（見開），＋α
×3（見開） 303 - 名張市

分＋カ（見開）（日，英，中，韓，ポ，ス），
分（冊）

193 -

吹田市 分（チ），曜（見開），早見（冊） 322 287 尾鷲市 分（チ），カ（チ），分＋曜＋早見（冊） 349 331
枚方市 分（チ），曜（チ），粗大（冊），プラ(冊) 425 - 鳥羽市 分（チ），カ（チ），分＋早見（冊） 247 163
交野市 分＋曜（チ），分＋曜＋早見（冊） 571 553 熊野市 分＋早見（冊）×2 761 757

寝屋川市 分＋カ（チ），分＋早見（冊） 366 335 志摩市
分（チ）×3/分(チ),＋α(チ)×1/早見（冊）×1，カ
（冊）×5 725 725

守口市
分＋曜（チ），分＋粗大（冊），広報で毎月清掃
場便り有

304 - 伊賀市
分＋曜＋日（チ）×4/分＋日（チ）×2/曜＋日
（チ），分（チ），分＋早見（冊）×2 794 794

門真市 分＋曜＋日＋早見（チ）×2，粗大（冊） 278 242
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表 2-2 項目ごとの提供している対象地の数と全対象地 115市に対する割合 
分 曜 カ 日 早 粗大 その他

115 58 45 21 58 22 6
100.0% 50.4% 39.1% 18.3% 50.4% 19.1% 5.2%

冊子 チラシ 見開き
97 111 14

84.3% 96.5% 12.2%

提供している対象地数

全対象地数に対する割合

提供している対象地数

全対象地数に対する割合  
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図 2-2 家庭ごみ分別早見表等の掲載数と家庭ごみ分別早見表の掲載数の関係 

 

2-5 まとめ 

 115 市から頂いた家庭ごみ分別早見表等の種類と掲載数，また，家庭ごみ分別早見表を提供

している対象地は早見表掲載数を，各々の家庭ごみ分別早見表等に掲載されているごみの重複

を省いて調査した結果，以下の 3点が明らかになった． 

1） 掲載数は大阪府岸和田市の 44から滋賀県甲賀市の 1573と様々でばらつきがある． 

2） 早見表掲載数も兵庫県尼崎市 46から滋賀県甲賀市の 1555と様々でばらつきがある． 

3） 早見表を提供する市ほど掲載数の多い傾向にある．これは，早見表掲載数が 200 以上，

早見表に掲載されていないごみの掲載数が 200 未満，早見表を提供していない対象地の

掲載数が 200未満であることが多いためである．  

 


